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予算に関することを審査します。

正副議長　委員会構成を紹介します !新
第
71
代
議
長

松
本 

明
信
④　
﹇
市
民
ク
ラ
ブ
未
来
﹈

第
72
代
副
議
長

石
本 

亮
三
⑤　
﹇
立
憲
リ
ベ
ラ
ル
の
会
﹈

※議長は常任委員会には所属しません。 ※丸の中の数字は当選回数です。

総務経済常任委員会健康福祉常任委員会

予算常任委員会

2
年
目
を
迎
え
、
よ
り
活
動

的
に
。
島
田
副
委
員
長
と
連

携
し
、
第
3
セ
ク
タ
ー
や
人

事
案
件
を
は
じ
め
、
一
切
の

忖
度
の
な
い
厳
し
い
審
査
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
み
、

複
雑
化
・
複
合
化
し
た
悩
み

を
抱
え
る
市
民
も
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
現
実
に
「
市
民

に
寄
り
添
う
行
政
」
の
構
築

に
取
り
組
み
ま
す
。

委員長　矢作いづみ　　副委員長　神戸　鉄郎 
赤川　洋二　　花岡　健太　　荻野　泰男　　大久保竜一　　佐野　允彦　
亀山　恭子　　中　　毅志　　青木　利幸　　大舘　隆行　　斎藤　由紀

市政全般の企画や調整、財務、市税、契約、防災、
商業、農業、観光等に関することを審査します。

国民健康保険、福祉、保健、医療等
に関することを審査します。

委員長
　佐野　允彦②
自由民主党・維新・
参政・無所属の会

副委員長
　島田　一隆④

［さきがけ］

副委員長
　長谷川　礼奈①

［さきがけ］

委員長
　川辺　浩直②

［公明党］

矢作　いづみ⑥
［日本共産党］

中井　めぐみ①
［日本共産党］

斉藤　かおり①大庭　祥照①

入沢　豊④

石本　亮三⑤
［立憲リベラルの会］

福原　浩昭⑤
［公明党］

大石　健一⑤
［至誠自民クラブ］

粕谷　不二夫③
［市民クラブ未来］

山口　浩美①
［公明党］

斎藤　由紀①
［至誠自民クラブ］

自由民主党・維新・
参政・無所属の会

自由民主党・維新・
参政・無所属の会

自由民主党・維新・
参政・無所属の会

赤川　洋二⑤
立憲民主党・
れいわ新選組

６月定例会初日（６月３日）に正副議長選挙を行い、正副議長が決定しました。



ところざわ市議会だより

3

令和 6年（2024年）8月15日

議長就任の挨拶

市民文教常任委員会建設環境常任委員会

議会運営委員会

所
沢
市
の
学
校
教
育
と
地
域

づ
く
り
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を

所
管
す
る
市
民
文
教
常
任
委

員
長
と
し
て
、
教
育
と
地
域

活
動
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

所
沢
駅
西
口
の
再
開
発
事
業
、

廃
棄
物
の
減
量
化
な
ど
課
題

が
山
積
し
、
環
境
問
題
も
年
々

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
に
委
員
全
員
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

委員長　大石　健一　　副委員長　亀山　恭子 
斉藤かおり　　長岡　恵子　　中井めぐみ　　矢作いづみ　　長谷川礼奈　　　　　
川辺　浩直　　粕谷不二夫　　谷口　雅典　　中　　毅志　　入沢　　豊　

文化芸術、地域づくり、小中学校の教育、公民館、
図書館等に関することを審査します。

道路、都市計画、再開発、区画整理、公園、上下水道、
環境対策、ごみ対策等に関することを審査します。

委員長
　植竹　成年④

副委員長
　谷口　雅典④
［至誠自民クラブ］［公明党］

副委員長
　末吉　美帆子⑤
［立憲リベラルの会］

委員長
　大舘　隆行⑤
［至誠自民クラブ］

花岡　健太①
［日本共産党］

荻野　泰男⑤
［さきがけ］

小林　澄子⑥
［日本共産党］

神戸　鉄郎 ①
自由民主党・維新・
参政・無所属の会　

前田　浩昭①
自由民主党・維新・
参政・無所属の会　

中　毅志⑥
［市民クラブ未来］

長岡　恵子 ②
立憲民主党・
れいわ新選組

石原　昂③
自由民主党・維新・
参政・無所属の会　

青木　利幸④
［市民クラブ未来］

大久保　竜一①
［公明党］

亀山　恭子④
［公明党］

秋田　孝⑦
［至誠自民クラブ］

　このたび、第71代所沢市議会議長に就任いたしました。
　所沢市議会では、平成21年３月定例会で議会基本条例が制定されて以来、歴代の正副議長をはじめ、
議会運営委員会を中心に、市民に信頼される議会を目指し改革を進めてまいりました。この間、一般質問
での一問一答方式や議会評価、自由討議の導入、政策討論会や議会報告会の開催など、市民の皆さんに
寄り添った様々な改革を実施してきました。
　さて、いよいよ所沢市議会の通年会期制が、約７年間の協議を経て、来年５月からスタートします。
今年度は、通年会期制が着実にスタートするための重要な時期と認識しており、議会運営委員会を中心
に十分な議論を進めることが最も重要なことだと考えています。
　また、市議会のＩＣＴ化についても、平成27年度に所沢市議会ＩＣＴ化推進基本計画を策定し、進めて
きたところですが、昨今の社会情勢を踏まえ、さらなる推進が必要と考えています。
　今後も、市民に信頼される議会運営に心がけるとともに、公正公平に全身全霊で取り組んでまいります。

所沢市議会議長　松本　明信

議会の運営に関する事項、議会の会議
規則、委員会に関する条例等、議長の
諮問に関する事項を調査します。
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６月定例会での

議 案 審 議
【会期】　6月3日　～　6月21日（19日間）
【市長提出議案】 専決処分の承認 2件
 補正予算 4件
 条例関係 7件
 規約変更 1件
 契約締結 3件
 契約変更 2件
 財産の取得 1件
 市道認定・廃止 5件
 人事関係 4件
【請願】  2件
【議員提出議案】  1件

市長提出議案のおもな

持続可能な農業の実現へ
議案第５９号　令和６年度所沢市一般会計補正予算（第４号）

重点品目として、ニンジン、ジャガイモ、ダイコンを対象としており、その中で提供していただけるようにお願い
しています。また、納品する量についてもできるだけ早く農家に伝えていきたいと考えています。

学校給食への有機栽培農産物の活用について、使用する農産物を早めに決めないと、農家にとって栽培するのが
とても難しくなると聞いたことがあるが、そういう配慮も考えて今後活用していくのか。

６月定例会では、令和６年度補正予算や条例などの市長
提出議案29件、請願２件を審議しました。また、国への
意見書として、議員提出議案１件を可決しました。

生　　　産：土壌分析、地域資源を活かした堆肥の調査など
加工・流通：農産物の加工品の試作、共同出荷に係る試行的取組
消　　　費：学校給食への有機栽培農産物の活用、マルシェ等への出展
そ　の　他：有機農業実施計画策定に向けた検討会の実施、
　　　　　　オーガニックビレッジ※宣言

　土づくりなどを通じて環境への負荷を減らすとともに、有機農業の取組拡大も進めることで、都市近郊の利点を活かし、
地域全体で農の多様性や多彩な魅力を感じられる産地づくりを目指します。

土から育む有機の産地づくり事業
事業費：603万7千円

（問合せ：農業振興課　2998－9158）

６月定例会のまとめ

※オーガニックビレッジ： 有機農業の生産から消費まで一貫し、農業者のみならず事業者や
 地域内外の消費者を巻き込んだ地域ぐるみの取組を進める市町村のことをいいます。

主
な
取
組

事業概要事業概要
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令和 6年（2024年）8月15日

ふるさと応援寄附の流れ

所沢ならではの魅力を届けます
議案第５９号　令和６年度所沢市一般会計補正予算（第４号）

埼玉西武ライオンズ、西武園ゆうえんちをはじめとした観光施設とのタイアップによるものなどを想定しています。

体験型返礼品は、どのようなものを想定しているのか。

健康保険証は令和６年12月２日で新規の発行は終了しますが、マイナ保険証を持っていない方には資格確認書が
交付されますので、これを医療機関に提示することで、これまでと変わらず保険診療を受けることができます。

マイナ保険証を持っていない方はどうなるのか。

　市外からのふるさと応援寄附があった際に、返礼品を提供することにより産業
振興を推進し、全国に向けて市の魅力を発信するとともに、財源の確保を図り、
「ふるさと所沢」のまちづくりに貢献することを目的としています。

ふるさと応援寄附推進事業
事業費：1,908万4千円

（問合せ：産業振興課　2998－9157）

健康保険証の廃止に伴う対応
議案第６０号　令和６年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

資格確認書、資格情報のお知らせを交付する機能を追加するためのシステム改修です。

国民健康保険（国保）、後期高齢者医療（後期高齢）の場合

税系システム改修事業（マイナンバーカードと健康保険証の一体化対応）

事業費：953万7千円
（問合せ：国民健康保険課　2998－9131）

事
業
概
要

返礼品の想定
　所沢ブランド特産品、特色のある農産物・工業製品、体験型返礼品

実施スケジュール
　令和６年11月から返礼品の提供を開始

令和６年 令和７年
１～６月 ７月～８～12月 ７月

最
後
の
保
険
証
の
一
斉
更
新

保
険
証
新
規
発
行
終
了

発
行
済
保
険
証

　
　
有
効
期
限
終
了

発行済保険証は有効期限まで使用可能

新たに国保、後期高齢に加入する方には
資格確認書を交付

マイナ保険証を持っていない方

新たに国保、後期高齢に加入する方には
資格情報のお知らせを交付

マイナ保険証を持っている方

国保、後期高齢の加入者には
資格確認書を交付

マイナ保険証を持っていない方

国保、後期高齢の加入者には
資格情報のお知らせを交付

マイナ保険証を持っている方

7/3112/2

寄附する自治体 居住地の自治体

住民税控除住民税控除

返礼品返礼品

税務署

所得税控除所得税控除
確定申告確定申告寄附寄附

所得税減額通知所得税減額通知
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第 211 号

議員提出議案

請　　　願

人 事 関 係

議員提出議案第２号

議案第８０号　監査委員選任の同意を求めることについて 島　田　一　隆　議員
議案第８１号　監査委員選任の同意を求めることについて 福　原　浩　昭　議員
議案第８４号　教育委員会委員任命の同意を求めることについて 北　野　　　大　氏（東京都／新任）
議案第８５号　固定資産評価員選任の同意を求めることについて 斉　藤　邦　彦　氏（東京都／新任）

若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策の強化を求める意見書について

請願第１号　　加齢性難聴問題に対する所沢市の施策を充実してください

①令和５年12月議会での請願趣旨採択を踏まえ、所沢市として高齢者への「聞こえ支援」の取り組み
を推進してください。
②所沢市として補聴器購入費助成制度を作ってください。

要　旨

請願第２号　　所沢市議会は、市長が除染土実証事業の中止を環境省に文書で申し入れるよう
　　　　　　　求めてください

　環境省は一貫して所沢での実証事業の実施を表明しています。所沢市議会は、市長が市議会決議や
弥生町町会決議、中止を求める署名に示された市民の声を踏まえ、除染土実証事業の中止を環境省に
文書で申し入れるよう求めてください。

要　旨

趣旨
　採択

継続
　審査

しま だ かず たか

ふく はら ひろ あき

きた の まさる

さい とう くに ひこ

議員提出議案の詳細はコチラ➡

　市販薬は違法薬物とは違い、所持することで罪にはならないことから、濫用が発見されにくいという現実があると同時に、
オーバードーズによる健康被害は、違法薬物よりも深刻になる場合もある。よって、政府において、このような薬物依存に
よる健康被害から１人でも多くの若者を守るために、以下の特段の取り組みを求める。

記

一、現在、濫用等の恐れがある医薬品の６成分を含む市販薬を販売する際、購入者が子ども（高校生・中学生等）である
場合は、その氏名や年齢、使用状況等を確認することになっているが、その際、副作用などの説明を必須とすること。

一、若者への薬剤の販売において、その含有成分に応じて販売する容量を適切に制限すると同時に、対面かオンライン通
話での販売を義務づけ、副作用などの説明と合わせて、必要に応じて適切な相談窓口等を紹介できる体制を整えること。

一、濫用の恐れがある薬の指定を的確に進めると同時に、身分証による本人確認のほか、繰り返しの購入による過剰摂取
を防止するために、販売記録等が確認できる環境の整備を検討すること。

一、若者のオーバードーズには、社会的孤立や生きづらさが背景にあるため、オーバードーズを孤独・孤立の問題として位置
づけ、若者の居場所づくり等の施策を推進すること。

らん よう
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健康福祉
市民文教

市民文教
総務経済

【討論】議案第60号に反対

議案番号 議　案　件　名 付託委員会

予　　算

結　　果

承認する

原案可決

可　　決

総務経済

建設環境

建設環境

健康福祉

建設環境

令和6年6月定例会　審議結果

 議案第57号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度所沢市一般会計補正予算（第３号））
 
議案第58号

 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画
  整理特別会計補正予算（第１号））
 議案第59号 令和６年度所沢市一般会計補正予算（第４号）
 議案第60号 令和６年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
 議案第61号 令和６年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第１号）
 議案第62号 所沢市災害対策本部条例の一部を改正する条例制定について
 議案第63号 所沢市税条例の一部を改正する条例制定について
 議案第64号 所沢市こどもと福祉の未来館条例の一部を改正する条例制定について
 
議案第65号

 所沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
  する条例制定について
 議案第66号 所沢市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
 議案第67号 所沢市営住宅条例の一部を改正する条例制定について
 
議案第68号

 所沢市布設工事監督者を配置する水道の布設工事並びに布設工事監督者及び水道技術管理者の資格
  に関する条例の一部を改正する条例制定について
 議案第69号 埼玉県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
 議案第70号 所沢市民文化センター改修事業契約締結についての一部変更について
 議案第71号 所沢駅ふれあい通り線整備工事（その５）請負契約締結についての一部変更について
 議案第72号 北野下富線（４工区）道路築造工事（下部工その１）請負契約締結について
 議案第73号 所沢市民武道館屋根改修及び空調設備改修工事請負契約締結について
 議案第74号 消防ポンプ自動車の取得について
 議案第75号 

市道路線の認定について
 議案第77号    

徹底
審議市長提出議案（29件）

議案第60号  令和６年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

■賛否の分かれた議案等　　　　については、議員別賛否一覧をご覧ください

　個人情報のひもづけの誤り、顔認証の誤りなど、既に多くの問題が発生しており、この誤り
は処方箋との関係で命に関わる重大な問題である。
　マイナ保険証の発行率は全国平均で57％、所沢市では52％にとどまっている。
　現在のマイナ保険証の使用率は、報道によるとやっと６％に達したとのことであり、このこと
は国民がいかに不安を抱いているかを物語っている。
　どうしても導入するのであれば、安全性、利便性が保障され、国民からの一定の理解が得ら
れてからでも遅くなく、時期尚早と言わざるを得ない。

反対 赤川議員

　資格情報無効、住所・名前が違う、誤登録といったトラブルが非常に多く、トラブルを経験
した医療機関のうち、83％が現行の健康保険証で資格を確認したと回答している。
　転居、転職などで資格を切り替える際の情報更新のタイムラグ、マイナ保険証の更新忘れ、
機器のトラブル、通信障害などもある。資格確認できなければ、患者が無保険扱いとなる可能
性も否定できない。現行の保険証と併用できるようにすることが重要で、このまま廃止するなん
てあり得ない。紙の保険証がなくなるデメリットはもちろん、法的にはプライバシー保障との
関係も重大な問題である。

反対 小林議員

討論の映像はコチラをご覧ください➡

しょ ほう せん
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第 211 号

議案番号 議　案　件　名 付託委員会

付託委員会

結　　果

建設環境

―

同意する

原案可決
可　　決

同意する

可　　決
 議案第78号
 ～ 市道路線の廃止について
 議案第79号    
 議案第80号
 ～ 監査委員選任の同意を求めることについて
 議案第81号    
 議案第82号 令和6年度所沢市一般会計補正予算（第５号）
 議案第83号 所沢市庁舎基幹設備改修工事請負契約締結について
 議案第84号 教育委員会委員任命の同意を求めることについて
 議案第85号 固定資産評価員選任の同意を求めることについて

番　　号 件　　　　　名 結　　果

継続審査 第 ２ 号 所沢市議会は、市長が除染土実証事業の中止を環境省に文書で申し入れるよう求めてください
趣旨採択

建設環境
健康福祉 第 １ 号 加齢性難聴問題に対する所沢市の施策を充実してください

請　　　　願（2件）

議案番号 件　　　　　名 結　　果
原案可決 第 ２ 号 若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策の強化を求める意見書について

議員提出議案（1件）

赤
川　

洋
二

長
岡　

恵
子

末
吉
美
帆
子

石
本　

亮
三

荻
野　

泰
男

長
谷
川
礼
奈

島
田　

一
隆

青
木　

利
幸

中　
　

毅
志

粕
谷
不
二
夫

松
本　

明
信

矢
作
い
づ
み

花
岡　

健
太

中
井
め
ぐ
み

小
林　

澄
子

斎
藤　

由
紀

秋
田　
　

孝

大
舘　

隆
行

大
石　

健
一

谷
口　

雅
典

福
原　

浩
昭

山
口　

浩
美

亀
山　

恭
子

川
辺　

浩
直

大
久
保
竜
一

植
竹　

成
年

石
原　
　

昂

入
沢　
　

豊

前
田　

浩
昭

大
庭　

祥
照

佐
野　

允
彦

神
戸　

鉄
郎

斉
藤
か
お
り

議員別賛否一覧 議案に対する各議員の賛否を表示しています。 賛成：○　　反対：×

立
憲
民
主
党
・

れ
い
わ
新
選
組

立
憲
リ
ベ
ラ
ル

の
会さきがけ市民クラブ

未来日本共産党自由民主党・維新・
参政・無所属の会 至誠自民クラブ公明党

議案番号

議案第59号
議案第60号
議案第66号
議案第68号
議案第69号
請願第 2 号

（継続審査について）

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

×
×
×
×
×

×

×
×
×
×
×

×

×
×
×
×
×

×

×
×
×
×
×

×

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○

○

○
×
○
○
○

×

○
×
○
○
○

×

（
議
長
）

議員表彰
　市議会議員として、永きにわたり
地方自治の発展と振興に尽力して
きた功績により、全国市議会議長
会、埼玉県市議会議長会から表彰
されました。

〇在職25年　秋 田　　孝　議員
〇在職20年　矢作 いづみ　議員

秋田　孝　議員（左側） 矢作 いづみ　議員（左側）

※趣旨採択…請願に対する議会の意思決定は、理論的には「採択」か「不採択」の２種類しかありませんが、議会としては請願の願意については十分に理解
できるが、実現性の面で確信が持てないといった場合に採られる決定の方法です。請願第１号は趣旨採択となりました。
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令和 6年（2024年）8月15日

さきがけ
長谷川礼奈

至誠自民
クラブ
大舘　隆行

日本共産党
矢作いづみ

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
神戸　鉄郎

　
議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市
に

対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ
と

あ
り
ま
す
。

※
各
議
員
の
質
問
の
中
か
ら
一
項
目
を

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

す
べ
て
の
質
問
項
目
や
動
画
は
、市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

6
月
定
例
会
で
の

一
般
質
問

⬆動画はコチラ

Ｑ
図
書
館
で
W
i
F
i
が
使

え
る
よ
う
に
な
り
と
て
も
便
利

に
な
っ
た
と
、
市
民
か
ら
喜
び

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
令
和
5

年
6
月
定
例
会
に
お
い
て
、
図

書
館
の
W
i
F
i
設
置
に
つ
い

て
質
問
し
た
際
に
は
、
財
政
面

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら

導
入
に
至
っ
て
い
な
い
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、
導
入
し
た
経
緯

は
。
ま
た
、
図
書
館
は
自
学
自

習
の
場
所
と
し
て
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
と
思
う
が
、
今
後
、

市
内
の
学
校
に
W
i
F
i
設
置

を
周
知
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

A
令
和
5
年
度
に
図
書
館
電

算
シ
ス
テ
ム
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
選
定
す
る
際
に
、
シ
ス

テ
ム
開
発
業
者
よ
り
W
i
F
i

設
置
の
提
案
が
あ
っ
た
。
予
算

範
囲
内
で
の
導
入
が
可
能
で
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
さ
れ
て

お
り
、
パ
ソ
コ
ン
持
込
席
の
利

用
を
推
進
す
る
た
め
導
入
し
た
。

学
校
へ
の
周
知
は
、
現
在
の
利

用
実
態
や
通
信
環
境
の
安
定
性

な
ど
を
検
証
し
、
運
用
に
支
障

が
な
い
と
判
断
で
き
た
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
離
婚
し
た
際
に
、
子
ど
も

と
別
居
し
て
い
る
親
が
授
業
参

観
や
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事

に
参
加
し
た
い
場
合
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
学
校
の
保
護
者
登
録
を

行
う
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、

見
解
を
伺
う
。

A
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
の

個
人
調
査
票
や
家
庭
調
査
票
に

よ
り
、
家
庭
の
状
況
を
把
握
し

て
い
る
。
家
庭
か
ら
学
校
行
事

へ
の
参
加
に
つ
い
て
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
際
に
は
、
個
別
の

状
況
に
応
じ
、
保
護
者
と
相
談

し
な
が
ら
対
応
し
て
き
た
。
今

後
も
家
庭
か
ら
の
相
談
に
応
じ

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
気
持

ち
や
考
え
に
も
配
慮
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

本
市
で
は
保
護
者
登
録
と
い
う

制
度
は
取
っ
て
い
な
く
、
児
童

生
徒
の
個
人
調
査
票
や
家
庭
調

査
票
に
よ
り
、
保
護
者
を
把
握

し
て
い
る
。
個
別
の
家
庭
状
況

を
把
握
す
る
際
に
は
、
両
親
な

ど
か
ら
の
申
出
や
相
談
に
丁
寧

に
応
じ
、
適
切
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
な
る
図
書
館
の

利
便
性
の
向
上
を

子
ど
も
の
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
た
対
応
を

小
手
指
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
不
足
の
解
消
を

高
齢
者
支
援
策
と
し
て

西
武
バ
ス
の
運
賃
無
料
化
を

Ｑ
市
長
は
、
公
約
で
高
齢
者

の
と
こ
ろ
バ
ス
・
と
こ
ろ
ワ
ゴ

ン
の
運
賃
無
料
化
を
掲
げ
て
い

る
が
、
地
域
公
共
交
通
協
議
会

で
の
検
討
内
容
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の
特

別
乗
車
証
を
西
武
バ
ス
で
も
や

っ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
西
武
バ
ス
運
賃

へ
の
高
齢
者
支
援
策
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。

A
現
在
、
高
齢
者
の
と
こ
ろ

バ
ス
・
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
の
運
賃

無
料
化
に
向
け
て
、
市
で
は

様
々
な
課
題
の
整
理
や
運
行
事

業
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
た

め
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
示
せ
な
い
が
、
引
き
続
き
取

組
を
進
め
て
い
く
。
西
武
バ
ス

運
賃
の
無
料
化
や
支
援
に
つ
い

て
は
、
多
額
の
財
政
負
担
が
生

じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
西
武

バ
ス
側
の
判
断
と
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
な
ど
様
々
な
課

題
が
あ
る
状
況
で
あ
り
、
現
状

で
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ
数
年
前
に
、
小
手
指
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
第
2
駐
車
場

を
増
設
し
た
。
そ
の
際
、
当
初

の
計
画
の
広
さ
の
土
地
を
買
い

取
る
こ
と
に
地
主
も
承
諾
し
て

い
た
が
、
市
の
予
算
の
関
係
で
、

購
入
用
地
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ

た
経
緯
が
あ
る
。
買
取
り
予
定

だ
っ
た
土
地
を
相
続
し
た
方
か

ら
、
市
の
た
め
に
寄
附
し
て
い

た
だ
い
た
と
聞
い
た
が
、
寄
附

者
の
意
向
を
酌
ん
で
、
駐
車
場

の
増
設
が
で
き
な
い
か
、
今
後

の
見
通
し
を
伺
う
。

A
現
在
、
小
手
指
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
太
陽
光
発

電
設
備
工
事
の
予
定
が
あ
り
、

業
者
の
仮
設
事
務
所
の
設
置
や

作
業
車
の
駐
車
場
所
の
確
保
が

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今
年

度
は
そ
の
よ
う
な
用
途
に
使
用

す
る
。
今
後
は
、
寄
附
者
の
意

向
を
踏
ま
え
た
駐
車
場
整
備
を

は
じ
め
と
し
て
、
地
域
や
利
用

者
の
声
、
土
地
の
状
況
な
ど
を

考
慮
し
た
上
で
、
有
効
な
活
用

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

く
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第 211 号

さきがけ
荻野　泰男

至誠自民
クラブ
秋田　孝

日本共産党
中井めぐみ

公明党
川辺　浩直

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
佐野　允彦

日本共産党
花岡　健太

Ｑ
道
路
の
冠
水
状
況
は
、
警

察
や
市
民
か
ら
の
通
報
で
は
時

間
的
な
ロ
ス
が
出
て
き
て
し
ま

う
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
深

い
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
冠
水
予

想
箇
所
に
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し

て
、
冠
水
に
よ
る
通
行
止
め
の

判
断
に
役
立
て
て
い
る
。
こ
の

セ
ン
サ
ー
シ
ス
テ
ム
で
は
、
予

想
外
の
突
然
の
雨
で
も
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
浸
水
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
、
早
期
に
通
行

止
め
の
措
置
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
設
置
を
検
討
し
て

み
て
は
ど
う
か
、
見
解
を
伺
う
。

A
道
路
の
浸
水
状
況
を
把
握

す
る
取
組
と
し
て
、
現
在
、
国

土
交
通
省
が
主
体
で
浸
水
セ
ン

サ
ー
の
設
置
を
進
め
る
取
組
を

行
っ
て
い
る
。
本
市
の
道
路
区

域
に
つ
い
て
も
設
置
を
検
討
し

た
が
、
セ
ン
サ
ー
の
設
置
費
用

や
通
信
費
な
ど
が
か
か
る
た
め
、

設
置
場
所
を
提
供
し
、県
を
含
む

民
間
企
業
や
団
体
が
セ
ン
サ
ー

を
設
置
す
る
方
式
で
取
組
の
参

加
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
埼
玉
県
の
男
性
の
日
傘
利

用
の
普
及
啓
発
に
係
る
取
組
は

ど
う
い
っ
た
内
容
か
。
ま
た
本

市
と
し
て
も
、
暑
さ
対
策
、
熱

中
症
対
策
の
た
め
、
男
性
の
日

傘
利
用
の
普
及
啓
発
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
、
見
解
を
伺
う
。

A
令
和
4
年
度
は
、
埼
玉
県

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
日
傘
の
効
果
検
証
、
S
N
S

を
利
用
し
た
日
傘
フ
ォ
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク

ラ
タ
ウ
ン
な
ど
の
人
が
多
く
集

ま
る
施
設
で
の
日
傘
体
験
会
な

ど
、
様
々
な
普
及
啓
発
を
行
っ

て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
日
傘

の
利
用
は
、
暑
さ
対
策
、
熱
中

症
対
策
と
し
て
有
効
な
も
の
と

認
識
し
て
い
る
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
熱
中
症
予
防

の
観
点
か
ら
、
男
女
に
限
ら
ず
、

暑
さ
を
避
け
る
一
例
と
し
て
、

外
出
時
に
は
日
傘
や
帽
子
の
着

用
を
促
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
関
係

団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
男

性
を
含
め
た
日
傘
利
用
な
ど
、

暑
さ
対
策
、
熱
中
症
対
策
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

若
い
選
手
の
活
躍
を
み
る
と
、

所
沢
航
空
記
念
公
園
に
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
場
の
施
設
が
あ
れ
ば
、

幼
少
期
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
、
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

も
誕
生
す
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
航
空
公
園
に
人
が
集
ま

る
こ
と
で
、
周
辺
に
飲
食
店
が

増
え
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
市
内
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
が
で
き
る
施
設
が
少
な
い
の

で
、
公
園
に
施
設
が
で
き
れ
ば
、

所
沢
市
に
移
住
し
て
く
る
方
、

住
み
続
け
た
い
と
思
う
方
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
。
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
場
を
設
置
す
る
た
め

の
要
望
書
を
、
埼
玉
県
に
提
出

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

A
所
沢
航
空
記
念
公
園
へ
の

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
に
お
い

て
所
沢
航
空
記
念
公
園
を
含
め

た
県
営
公
園
へ
の
設
置
に
向
け

て
検
討
が
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
た
め
、
い
ま
し
ば
ら
く

は
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
手
話
の
普
及
が
進
ま
な
い

根
本
的
な
要
因
は
、
手
話
言
語

を
福
祉
政
策
と
捉
え
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
か
。
手
話
は
言
語

で
あ
る
と
い
う
文
言
が
あ
る
共

生
社
会
条
例
で
、
社
会
の
手
話

へ
の
理
解
が
進
む
と
考
え
て
い

る
か
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
所
沢
市
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
共
に
生
き
る
社
会
づ

く
り
条
例
第
5
条
の
市
の
責
務

は
、
福
祉
部
門
の
み
で
行
う
こ

と
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
行
う

も
の
で
あ
る
。
手
話
の
社
会
理

解
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず

は
広
く
市
民
に
手
話
を
使
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
手
話

の
表
現
は
、
表
情
や
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
を
多
く
使
う
の
で
、
新
鮮

で
あ
り
、手
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
と
う
れ
し
く

温
か
な
気
持
ち
に
も
な
る
。
こ

う
し
た
体
験
を
市
民
に
お
伝
え

す
る
た
め
、
私
自
身
、
市
の
手

話
啓
発
動
画
「
手
話
ト
ー
ク
」

に
出
演
す
る
予
定
で
、
今
後
も
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
が
手
話
に

親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
取

組
を
工
夫
し
て
い
く
。

男
性
の
日
傘
利
用
の
普
及
啓
発
を

所
沢
航
空
記
念
公
園
に

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の
設
置
を

手
話
の
普
及
を
進
め
る
た
め

手
話
言
語
条
例
の
制
定
を

大
雨
時
の
冠
水
へ
の備

え
の
充
実
を

教
育
委
員
の
定
数
に
つ
い
て

Ｑ
教
育
委
員
の
清
水
国
明
さ

ん
が
、
本
年
5
月
30
日
付
け
で

退
任
さ
れ
た
。「
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
」
で
は
教
育
長
と
4
人
の
委

員
を
も
っ
て
組
織
す
る
と
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
5
月
31
日
以

降
、
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
る

人
数
を
下
回
っ
た
状
態
で
あ
る
。

辞
職
に
つ
い
て
同
法
律
に
は
、

教
育
長
と
委
員
は
市
長
と
教
育

委
員
会
の
同
意
を
得
て
辞
職
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
議
論
を
経

て
同
意
し
た
の
か
。

A
教
育
委
員
の
辞
職
に
当
た

っ
て
は
、
市
長
と
教
育
委
員
会

の
同
意
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

本
年
5
月
30
日
に
開
か
れ
た
教

育
委
員
会
会
議
に
お
い
て
議
案

と
し
て
提
出
し
た
。
委
員
か
ら

は
、
1
人
減
る
こ
と
に
対
す
る

不
安
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
本
人
の

辞
意
を
尊
重
し
、
同
意
し
た
。

ま
た
、
委
員
の
定
数
を
4
人
と

し
て
い
る
が
、
欠
員
の
状
態
が

直
ち
に
法
に
抵
触
す
る
も
の
で

は
な
い
。

医
療
的
ケ
ア
児
の預

け
先
の
拡
充
を

Ｑ
日
中
一
時
支
援
施
設
を
増

や
し
て
ほ
し
い
、
特
に
泊
り
で

医
療
的
ケ
ア
児
を
預
け
ら
れ
る

施
設
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
本

市
に
は
医
療
的
ケ
ア
児
を
預
け

る
こ
と
が
で
き
る
日
中
一
時
支

援
施
設
、
医
療
型
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
に
対
応
す
る
施
設
や
事
業

所
は
何
か
所
あ
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
預
け
先
を
拡
充
す
る
見

込
み
を
伺
う
。

A
医
療
的
ケ
ア
児
を
預
け
る

こ
と
が
で
き
る
市
内
の
日
中
一

時
支
援
事
業
所
は
3
か
所
、
医

療
型
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
事
業

所
は
1
か
所
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
も
事
業
者
と
拡
充
に
向
け
た

協
議
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
近

年
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
可

能
な
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
日
中
一
時
支
援
事
業
所
の
増

加
に
よ
り
、
日
中
の
預
か
り
先

を
拡
充
し
て
き
た
。
医
療
型

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
つ
い
て
は
、

宿
泊
を
伴
う
預
か
り
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
制

度
の
活
用
を
研
究
し
て
い
く
。
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立憲民主党・
れいわ新選組
赤川　洋二

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
石原　昂

公明党
大久保竜一

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
前田　浩昭

公明党
山口　浩美

至誠自民
クラブ
斎藤　由紀

Ｑ
所
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
は

運
動
公
園
と
し
て
計
画
さ
れ
て

い
た
が
、敷
地
内
に
オ
オ
タ
カ
の

生
息
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、自
然

環
境
保
全
型
の
公
園
に
計
画
を

変
更
し
た
。
所
沢
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
ー
ク
で
は
、
運
動
公
園
が
実

現
で
き
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、

市
民
か
ら
意
見
を
聞
く
中
で
、

小
手
指
ヶ
原
公
園
に
運
動
公
園

の
整
備
を
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

A
小
手
指
ヶ
原
公
園
に
つ
い

て
は
、
基
本
計
画
の
策
定
か
ら

20
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。

そ
の
間
、
令
和
3
年
4
月
に
は
、

生
物
多
様
性
と
こ
ろ
ざ
わ
戦
略

が
策
定
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な

条
件
が
変
わ
っ
て
お
り
、
計
画

の
改
定
は
不
可
欠
だ
と
考
え
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
事

業
を
進
め
る
際
に
は
基
本
計
画

が
前
提
と
な
る
が
、
市
民
や
関

係
団
体
の
声
を
聞
き
、
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
し
て
、
今
注
意

喚
起
さ
れ
て
い
る
の
が
R
S
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
あ
る
。
2
歳
ま

で
に
、
ほ
ぼ
1
0
0
％
の
人
が

感
染
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

生
涯
を
通
じ
て
繰
り
返
し
感
染

す
る
可
能
性
も
あ
り
、
加
齢
や

基
礎
疾
患
で
免
疫
力
が
落
ち
た

高
齢
者
が
感
染
す
る
と
、
重
症

化
し
て
肺
炎
に
な
る
リ
ス
ク
が
高

ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

R
S
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、

疾
患
の
周
知
と
成
人
、
高
齢
者

へ
の
感
染
予
防
の
注
意
喚
起
を

行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

A
日
頃
か
ら
感
染
症
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
り
感
染
症
の
予
防
に

関
す
る
情
報
発
信
を
行
って
い
る
。

ま
た
、
感
染
症
の
発
生
が
一
定
レ

ベ
ル
を
超
え
た
場
合
に
は
、
ほ
っ

と
メ
ー
ル
で
流
行
警
報
を
お
知
ら

せ
し
て
い
る
。
今
後
も
、
引
き
続

き
様
々
な
感
染
症
へ
の
注
意
喚
起

を
行
う
中
で
、
R
S
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
、
乳
幼
児
だ
け
で

は
な
く
成
人
や
高
齢
者
を
含
め

情
報
発
信
を
行
って
い
く
。

Ｑ
小
中
学
校
に
は
A
E
D
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
児
童
生
徒

や
先
生
を
含
め
、
万
が
一
の
急

病
に
備
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
る
場
合
、

管
理
上
の
問
題
が
大
き
い
と
思

う
が
、
曜
日
や
時
間
を
問
わ
ず
、

地
域
住
民
も
利
用
可
能
な
設
置

状
況
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、

今
後
の
A
E
D
の
設
置
方
針
に

つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

A
こ
れ
ま
で
夜
間
や
土
曜
日
、

日
曜
日
な
ど
の
学
校
が
閉
鎖
さ

れ
て
い
る
時
間
帯
は
使
い
づ
ら

い
状
況
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

緊
急
時
に
は
学
校
の
利
用
者
に

限
ら
ず
、
地
域
の
方
も
含
め
て
、

い
つ
で
も
A
E
D
を
使
用
で
き

る
よ
う
、
学
校
の
正
門
付
近
を

中
心
に
A
E
D
を
収
納
す
る
た

め
の
ス
タ
ン
ド
式
の
収
納
ボ
ッ

ク
ス
を
順
次
設
置
し
て
、
今
年

度
内
に
収
納
、
保
管
で
き
る
よ

う
に
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
が
、
夏

休
み
中
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学

校
に
屋
外
に
A
E
D
を
収
納
す

る
ス
タ
ン
ド
式
の
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

小
手
指
ヶ
原
公
園
に

運
動
公
園
の
整
備
の
検
討
を

誰
も
が
24
時
間
利
用
可
能
な

A
E
D
の
設
置
を

R
S
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
予
防
の
情
報
発
信
を
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リ
ー
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の

 

生
活
環
境
保
全
を

困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
寄
り
添
い

　
誰
も
が
住
み
や
す
い

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

Ｑ
所
沢
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー

の
歩
道
上
に
銀
の
ベ
ン
チ
が
あ

る
が
、
こ
の
場
所
で
毎
日
、
数

名
が
ハ
ト
な
ど
の
野
鳥
に
繰
り

返
し
餌
や
り
を
行
っ
て
い
る
。

人
が
ハ
ト
や
野
鳥
に
餌
や
り
を

す
る
こ
と
で
、
過
剰
な
繁
殖
を

繰
り
返
し
、
数
が
増
え
る
こ
と

に
よ
り
、
今
後
さ
ら
に
生
活
環

境
へ
の
悪
影
響
や
健
康
被
害
が

心
配
さ
れ
る
。
ハ
ト
や
野
鳥
へ

の
餌
や
り
に
よ
る
周
辺
環
境
の

悪
化
を
防
止
す
る
た
め
の
条
例

を
制
定
す
る
考
え
が
あ
る
か
、

見
解
を
伺
う
。

A
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

他
の
動
物
愛
護
、
管
理
と
の
関

係
整
理
、
制
定
内
容
、
制
定
に

よ
る
影
響
、
効
果
な
ど
様
々
な

事
項
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
市
と
し
て
は
、
ま
ず
は

今
で
き
る
取
組
を
進
め
て
い
く
。

動
物
愛
護
法
な
ど
も
考
慮
し
、

埼
玉
県
に
も
相
談
し
て
、
実
効

性
の
あ
る
策
を
検
討
し
な
が
ら
、

周
辺
環
境
が
悪
化
す
る
餌
や
り

行
為
が
な
く
な
る
よ
う
、
関
係

部
署
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

Ｑ
長
期
に
わ
た
り
土
地
区
画

整
理
事
業
に
多
額
の
予
算
を
投

資
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
北
秋

津
・
上
安
松
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
は
一
区
切
り
つ
く
。
そ

こ
で
、
固
定
資
産
税
や
都
市
計

画
税
な
ど
の
税
収
増
に
な
る
プ

ラ
ス
部
分
を
、
障
が
い
者
福
祉

や
不
登
校
支
援
な
ど
の
予
算
に

回
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
障
害
の
有
無
や
通
学
の

状
況
に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
様
々
な
力

を
育
む
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
必

要
な
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

今
年
度
に
お
い
て
も
、
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
な
い
不
登
校
児
童
生

徒
学
習
支
援
事
業
や
、
発
達
障

害
児
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
事
業
な

ど
、
不
登
校
児
や
障
害
児
を
支

援
す
る
事
業
を
実
施
す
る
。
今

後
の
予
算
に
つ
い
て
も
、
限
り
あ

る
財
源
を
有
効
活
用
す
べ
く
、

そ
の
時
々
の
社
会
情
勢
を
考
慮
し
、

障
害
者
福
祉
、
不
登
校
支
援
を

含
め
て
、
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

や
事
業
に
め
り
張
り
を
つ
け
た

予
算
配
分
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
。

Ｑ
令
和
3
年
9
月
か
ら
始
ま

っ
た
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
事
業

だ
が
、
本
年
7
月
7
日
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
も
っ
て
事
業
終
了
と

な
る
。
市
民
か
ら
は
再
開
を
望

む
声
と
合
わ
せ
て
、
再
開
し
た

際
に
は
、
株
式
会
社
K
A
D
O

K
A
W
A
や
9
月
に
オ
ー
プ
ン

す
る
エ
ミ
テ
ラ
ス
所
沢
を
使
用

し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
設
置
に
関
し

て
、
場
所
や
管
理
で
協
力
を
お

願
い
す
る
民
間
事
業
者
と
連
携

を
密
に
、
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
再
開
に
向
け
て

力
を
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

A
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
約

3
年
間
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
や
問
題
も
見
え
て
き
た
。
今

後
、
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
再

開
す
る
場
合
、
商
業
施
設
の
協

力
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
困
難

な
こ
と
も
あ
り
、
市
と
し
て
は

設
置
可
能
な
施
設
を
調
査
す
る

な
ど
、
再
開
に
向
け
今
後
も
検

討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
事
業
の
再
開
を
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立憲リベラルの会
末吉美帆子

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
入沢　豊

日本共産党
小林　澄子

至誠自民
クラブ
谷口　雅典

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
斉藤かおり

公明党
植竹　成年

読
書
困
難
者
への
理
解
と
対
応
を

Ｑ
読
書
困
難
者
と
は
、
知
的
、

視
覚
、
聴
覚
に
問
題
が
な
い
の
に

通
常
の
印
刷
物
が
読
み
に
く
い
方

の
こ
と
で
あ
る
。
小
中
学
校
の
教

科
書
の
90
％
を
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

デ
イ
ジ
ー
化
し
て
い
る
が
、
令
和

4
年
度
の
利
用
者
は
2
万
人
で
、

普
及
率
は
6
％
と
非
常
に
限
定
的

な
の
が
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

所
沢
市
に
も
読
書
困
難
の
子
ど

も
た
ち
が
い
る
と
思
う
が
、
実
態

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
に
つ

い
て
研
修
会
を
開
催
し
、
教
職
員

に
も
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
読
書
困
難
者
を
把
握
す
る

た
め
の
特
別
な
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
学
校
で
教
職
員
が

保
護
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
た

り
、
児
童
生
徒
を
観
察
す
る
中

で
読
書
に
困
難
を
感
じ
て
い
る

児
童
生
徒
を
把
握
し
た
場
合
に

は
、
個
別
の
対
応
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

教
職
員
へ
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

デ
イ
ジ
ー
の
研
修
に
つ
い
て
は
、

読
書
困
難
者
へ
の
理
解
や
配
慮

に
つ
い
て
、
研
修
会
な
ど
で
情

報
提
供
を
し
て
い
く
。

Ｑ
朝
の
運
動
を
習
慣
的
に
行

っ
た
結
果
、
集
中
力
の
向
上
、

欠
席
日
数
の
減
少
や
給
食
の
残

食
減
少
、
睡
眠
時
間
の
増
加
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
減
少
な
ど
、

学
校
に
行
く
の
を
渋
っ
て
い
た

子
も
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
の
報
告
も
あ
る
。

学
校
で
の
運
動
時
間
の
確
保
に

つ
い
て
、
市
の
方
向
性
と
今
後

の
可
能
性
を
教
育
長
に
伺
う
。

A
運
動
時
間
の
確
保
は
、
子

ど
も
の
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進
の
み
な
ら
ず
、
学
力
、
精
神
の

安
定
に
も
関
わ
る
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
一
方
で
、

近
年
の
教
職
員
の
働
き
方
改
革
が

進
め
ら
れ
る
中
で
、
部
活
動
の
活

動
時
間
の
縮
小
、
体
育
的
行
事
の

縮
小
な
ど
、
子
ど
も
の
運
動
時
間

が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
を

危
惧
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
教
職
員
に
対
し
て
、
体

力
向
上
や
運
動
の
大
切
さ
に
つ
い

て
様
々
な
場
面
で
啓
発
を
進
め
る

と
と
も
に
、
授
業
で
の
運
動
時
間

や
活
動
す
る
場
を
確
保
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
子
ど
も
の
活
動
が
損
な
わ

れ
な
い
よ
う
な
運
動
部
活
動
の
改

革
を
進
め
て
い
き
た
い
。

学
校
で
の
運
動
時
間
の
確
保
を

防
犯
灯
L
E
D
化

整
備
事
業
に
つ
い
て

年
金
生
活
者
の

U
R
賃
貸
住
宅
の
家
賃
減
免
を

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
型

太
陽
光
発
電
の
推
進
を

Ｑ
平
成
28
年
9
月
定
例
会
で
、

自
治
会
の
防
犯
灯
を
L
E
D
化

す
る
こ
と
に
つ
い
て
会
派
か
ら

要
望
し
、
平
成
29
年
度
に
防
犯

灯
L
E
D
化
整
備
事
業
と
し
て
、

予
算
化
が
実
現
し
た
。
そ
の
事

業
の
概
要
と
現
在
の
防
犯
灯

L
E
D
化
の
達
成
率
を
伺
う
。

A
防
犯
灯
L
E
D
化
整
備
事

業
は
、
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン

所
沢
構
想
に
掲
げ
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
の
実
現
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
防
犯
灯
を
L
E
D

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
会

が
所
有
す
る
防
犯
灯
に
係
る
消

費
電
力
の
抑
制
と
電
気
料
金
な

ど
の
維
持
管
理
費
の
削
減
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
市
で
一
括

し
て
7
、0
6
8
灯
の
防
犯
灯

を
包
括
的
リ
ー
ス
方
式
に
よ
り

L
E
D
灯
に
交
換
し
た
。
リ
ー

ス
期
間
は
、
平
成
30
年
3
月
1

日
か
ら
令
和
10
年
2
月
末
日
ま

で
の
10
年
間
で
あ
る
。
令
和
6

年
3
月
末
現
在
の
防
犯
灯
の

L
E
D
化
率
は
、
98
・
8
％
で

あ
る
。

Ｑ
U
R
賃
貸
住
宅
の
居
住
者

の
7
割
が
年
金
生
活
者
で
、
家

賃
が
家
計
の
大
部
分
を
占
め
て

い
る
。
ま
た
、
光
熱
費
や
食
費
、

医
療
費
が
昨
年
よ
り
上
が
り
、

生
活
費
を
切
り
詰
め
て
い
る
が
、

暮
ら
し
と
住
ま
い
は
困
窮
と
不

安
の
極
み
だ
と
訴
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
年
金
で
生
活
す
る
低

所
得
者
の
家
賃
減
免
に
つ
い
て
、

U
R
都
市
機
構
に
対
し
、
市
か

ら
も
強
く
求
め
て
ほ
し
い
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
U
R
賃
貸
住
宅
の
家
賃
減

免
に
つ
い
て
は
、
U
R
都
市
機

構
の
所
管
事
項
で
あ
り
、
特
に

居
住
の
安
定
に
配
慮
が
必
要
で

あ
る
低
所
得
の
高
齢
者
世
帯
に

対
し
、
U
R
都
市
機
構
で
は
既

に
、
家
賃
改
定
特
別
措
置
な
ど

の
家
賃
減
額
制
度
を
実
施
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
U
R

都
市
機
構
へ
の
働
き
か
け
は
考

え
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

Ｑ
脱
炭
素
社
会
へ
の
有
力
な

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
言
わ
れ

る
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
型
の
太
陽
光

発
電
の
実
用
化
が
近
づ
い
て
き
た
。

そ
こ
で
、
今
ま
で
市
が
築
い
て
き

た
ル
ー
ト
を
活
用
し
、
メ
ー
カ
ー

か
ら
は
太
陽
電
池
を
提
供
し
て
も

ら
い
、
市
は
場
所
（
公
共
施
設
）

を
無
償
提
供
す
る
と
い
っ
た
枠
組

み
で
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
型
太
陽

発
電
の
実
証
実
験
の
実
現
に
向
け

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
ど
う

か
、
見
解
を
伺
う
。

A
有
機
系
太
陽
電
池
の
実
用

化
を
目
指
し
、
研
究
開
発
を
進

め
て
い
た
有
機
系
太
陽
電
池
技

術
研
究
組
合
と
、
平
成
27
年
度

に
協
定
を
締
結
し
、
有
機
系
太

陽
電
池
と
L
E
D
や
蓄
電
池
と

組
み
合
わ
せ
た
誘
導
灯
を
、
航

空
公
園
駅
周
辺
に
約
50
か
所
設

置
す
る
実
証
事
業
に
協
力
し
た

こ
と
が
あ
る
。
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ

ト
を
は
じ
め
と
す
る
次
世
代
型

太
陽
電
池
の
導
入
に
向
け
て
、

研
究
機
関
等
か
ら
実
証
事
業
な

ど
の
実
施
に
つ
い
て
協
力
の
要

請
が
あ
っ
た
際
に
は
、
で
き
る

限
り
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ
学
校
で
の
食
育
は
、
食
べ

物
に
対
し
て
感
謝
す
る
こ
と
を

学
ぶ
機
会
で
あ
り
、
残
さ
ず
食

べ
る
こ
と
で
、
食
品
や
生
産
者
、

調
理
を
し
て
く
れ
た
人
へ
感
謝

す
る
心
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
そ
こ
で
、
給
食
を
作
る

様
子
や
生
産
者
、
栄
養
教
諭
の

思
い
を
描
い
た
動
画
教
材
を
作

成
し
、
そ
の
動
画
を
各
学
校
で

鑑
賞
し
、
給
食
に
対
し
て
新
た

に
分
か
っ
た
こ
と
や
、
こ
れ
か

ら
ど
う
し
た
ら
い
い
か
な
ど
を

発
表
す
る
食
育
の
授
業
の
実
施

を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
、

見
解
を
伺
う
。

A
単
独
調
理
校
や
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
、
保
健
給
食
課
で
は
、

児
童
生
徒
に
給
食
へ
の
興
味
関

心
を
高
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

動
画
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
で
調
理
の
様
子
を
撮

影
し
た
も
の
を
給
食
展
な
ど
の

機
会
を
捉
え
て
流
し
て
い
る
が
、

新
た
な
動
画
教
材
を
活
用
し
た

食
育
授
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

内
容
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

学
校
給
食
で
の

食
品
ロ
ス
に
向
け
た
取
組
を
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令和 6年（2024年）8月15日

委員会審査

市民文教常任委員会

ギ カ イ レポート

委員長の
ひとこと

《報告書》

委員長の
ひとこと

行政視察

建設環境常任委員会

4月16日 

行政視察

4月22日

5月17日
日
野
市
エ
ー
ル
発
達・

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
）

世
田
谷
区（
東
京
都
）

4つのテーマで自由討議

テーマ「第6次日野市特別支援
　　　　　　教育推進計画の策定」について

テーマ「下北沢駅周辺地区の街づくりの取組について」

北沢タウンホールでの事業概要の説明後、下北沢駅を中心に２駅に渡り歩きながら、小田
急電鉄との官民連携の成果について、丁寧に説明していただいた。地元の町会、商店街の
代表と行政が情報共有を図り、独りよがりではない、そして世田谷区が整備する土地と
小田急電鉄が整備する施設との境界を感じさせない、一体利用の相互協力体制の成果を
視察させていただき、大変参考となりました。

「第６次日野市特別支援教育推進計画」に基づく取組は、児童生徒に寄り添ったもの
であり、特に、ＩＣＴの活用や特別支援学級における合理的配慮などの取組は、今後
所沢市においても必要なものだと感じました。また、特別支援学級を専門として所管
する「教育委員会発達教育支援課」についても参考となりました。

所沢市における特別支援学級の充実について

・障害を持ったお子さんが、住んでいる地元の学校に通えるように
していくべきだ。
・特別支援学級に通う児童生徒が将来的に自立できるように、どう
いった教育をしていくべきなのか考えていかなければいけない。

・当市の特別支援学級の設置数が埼玉県の目標値よりも高いので、
比較的先進的にやっている。

・現状として、まずは特別支援学級を設置すること、それに合わせ
て教職員を確保していく段階で当市はまだまだ発展途上である。

特別支援学級の現状についての認識 他自治体との違い

・参考人の話の中で国連の勧告と日本の特別支援教育の考え方に、
かなりのずれが生じていることに驚いた。
・特別支援学校に子どもを連れていくというのは保護者にとって
仕事ができなかったり、色々な負担になるので、支援する体制が
必要だと思う。

・特別支援学級のニーズに的確に応えられる体制をつくる必要が
ある。どういった教育が望ましいのか、特別支援学級に通って
いる子どもたちの将来も見据えて、経済的に自立できる可能性
があるのであれば、社会がバックアップするような教育研究を
進めてほしい。

参考人に招いた坂本先生の意見 今後の取組

《報告書》《会議録》
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第 211 号

施 設 数
支援単位※

委員会審査

健康福祉常任委員会

《報告書》
行政視察

総務経済常任委員会

5月16日

5月15日

 

狭
山
市
（
埼
玉
県
）

テーマ「入間川にこにこテラスにおける公民連携について」

　入間川にこにこテラスについて説明していただき、河川沿いの利用に関して県との
協議や調整のご苦労が理解できました。整備によって、新たなにぎわいの場所が
できた反面、渋滞問題など新たな課題の発生に頭を悩ませていることも伺えました。

“できる・できない”というのはあるかと思うが、待機児童の解消を来年、再来年までには解消したい、
していこうというような、市として目標は決めていないのか。

来年、再来年すぐにゼロにするいうのは現実的に難しい状況です。現在、「ところっこすくすく
サポートプラン」や「所沢市放課後こども健全育成基本方針」の見直し時期に入っていますので、
こういったものを見直していきながら、計画的に進めていきたいと思っています。

放課後児童クラブ（学童クラブ）の課題解決に向けての展望について

《会議録》

委員長の
ひとこと

●入間川にこにこテラス
　住所：狭山市柏原2910－1
　面積：約45,000㎡
　
《PRポイント》
●キッチンカーなどのイベント開催
　月に3～4回キッチンカーが出店
●全国初 !河川敷地でスターバックスコーヒー出店
　テラス席が多くあり、近くに遊具もあるため
　子ども連れで連日にぎわっている

最重要課題「保留児童対策」
●放課後児童クラブの現状 （令和6年4月1日時点）

●これまでの取組

申込者数

3 , 9 8 8 人

入所者数 保留児童数

3 , 4 7 6 人 5 1 2人
（令和5年度は434人）

４３施設
平成27年度

８２支援
５３施設
令和6年度

４４支援
＋１０施設

定員
約1 , 3 00人

増加

《取組結果》

＋３８支援

※支援単位……クラス数（1支援 40人程度）
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ところざわ市議会だより令和 6年（2024年）8月15日

第６次所沢市総合計画後期基本計画（素案）
4月19日

議員研修会

5月21日　公職選挙法に関する議員研修会

第６次所沢市総合計画前期基本計画の計画期間が令和６年度をもって終了するため、令和７年度から令和10年度までを
計画期間とする後期基本計画の策定を進めており、策定の状況や素案の概要等について、全議員に対して説明がありました。

令和５年11月２日に提出された所沢市議会議員政治倫理審査会の報告書で、「議員に対する研修等をより充実したものと
するなど、議会全体として、公職選挙法等の法令の理解を深め、再発防止に努めること。（一部抜粋）」という意見を受け、
審査請求事案が発生した原因や背景を考え、今後、このような事案が起こらないようにするため研修会を開催しました。

所沢市総合計画とは

総合的かつ計画的な市政運営を図るために策定する、市の最上位に位置付けられるもので、将来都市像を定め、
これを実現するための各分野の取組の方針等をまとめた計画です。

市議会では、議員の資質の向上を図るために議員研修会を開催しています。

開催した経緯

公職選挙法への理解を深め、法令遵守意識を高めます

ギ カ イ

社会情勢の変化を踏まえ、
計画内容を慎重に審査して
いきます !

の視点

計画の構成と計画期間

基本構想

基本計画

実施計画

前期基本計画　　令和元年度～令和６年度　
後期基本計画　　令和７年度～令和１０年度

計画期間

４年間
※毎年度見直し、策定

計画期間

計画期間
令和元年度～令和１０年度

今後の予定

９月定例会に議案を提出

後期基本計画　冊子完成・配布等

令和６年９月

令和７年３月

後期基本計画　計画期間開始
令和７年４月

まちづくりの将来像（将来都市像）、まちづくりの目標

分野ごとの現状と課題、施策の方向性

基本計画の施策や主要事業、新たに生じた課題の
解決のために必要な事業など、具体的な方策

内容：市議会議員の寄附に関する規制などについて
　　　市議会議員の日常活動と公職選挙法について
　　　
講師：一般社団法人　選挙制度実務研究会
　　　　　　　　　　　理事長　小島　勇人氏

こ じま はやと
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と
こ
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市
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だ
よ
り

ところざわ市議会だよりは2月、5月、8月、11月の15日に発行。戸別配布でお届けしています。
配布のお問い合わせは、所沢市シルバー人材センター　☎2928-8695　FAX2924-0630　まで。
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所沢市議会
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所沢から
輝け！！ I N T E R V I E W 　No.35

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人たちをご紹介

次の定例会は9月2日（月曜）から開催予定です。

2
0
2
4
年
8
月
15
日
発
行

蔵本　葵さん
くらもと あおい

1988年生まれ 美原小学校、城西大学附属城西中学校、城西大学附属城西高等学校、
 早稲田大学卒業
2004年 高校1年生の時から東京ヴェルディ　トライアスロンチームに所属
2017年 アジア選手権２位
2021年 日本選手権２位、トライアスロン　ジャパンランキング５位
現　  在 パラトライアスロンのナショナルチームのスタッフ、国体女子監督

■
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
始
め
た

　
き
っ
か
け
は

　
地
元
の
水
泳
教
室
に
通
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
や
っ
て
い
た
父

の
影
響
で
、
小
学
5
年
生
の
時
に
初
め
て

試
合
に
出
場
し
ま
し
た
。
高
校
生
の
時
に

ア
ジ
ア
選
手
権
に
出
場
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
本
気
で
「
こ
の
競
技
を
続
け
て

い
こ
う
」
と
決
め
ま
し
た
。
青
春
時
代
は

ひ
た
す
ら
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

■
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
魅
力
は

　
練
習
し
て
も
、
な
か
な
か
結
果
が
出

な
い
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。
私
の
強
み

で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ツ

コ
ツ
努
力
を
続
け
、
数
か
月
後
に
結
果

が
出
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
練
習
を
続

け
、
自
信
を
持
っ
て
試
合
に
臨
ん
で
結

果
を
出
す
こ
と
で
、
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。

　
ま
た
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
水
泳
・

自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
・
長
距
離
走
の

3
種
目
で
競
い
ま
す
。
練
習
時
間
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
練
習
し
て
い
く

の
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
昔
か
ら

水
泳
は
や
っ
て
い
た
の
で
得
意
で
す
が
、

自
転
車
は
海
外
選
手
と
の
力
の
差
を
感

じ
ま
す
。
国
際
大
会
の
緊
張
感
を
体
験

で
き
た
こ
と
は
、
自
分
の
大
き
な
財
産

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

■
所
沢
市
の
印
象
は

　
新
し
い
も
の
は
取
り
入
れ
て
、
良
い

も
の
は
変
え
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
最
近
は
所
沢
駅
周
辺
の
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
昔
か
ら
自
転
車
の
練

習
を
し
て
い
た
所
沢
航
空
記
念
公
園
は
、

春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
、
冬
は
ミ
ュ
ー
ズ

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
、
四
季
を
通

し
て
す
ご
く
良
い
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

■
今
後
の
目
標
は

　
選
手
時
代
に
コ
ー
チ
に
支
え
て
も
ら

え
た
こ
と
で
、
海
外
で
も
安
心
し
て
大

会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
憧
れ
の
コ
ー
チ
を
目
指
し
て
、

勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
は
年
齢
制
限
が
な
く
、
人
そ

れ
ぞ
れ
自
由
に
目
標
を
持
っ
て
練
習
で

き
る
競
技
で
す
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の

魅
力
を
発
信
し
て
、
ど
ん
ど
ん
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
市
議
会
を
少
し
で
も

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

分
か
り
や
す
い
市
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
ま
す
。


